
埼衛研所報 第 56 号 2022 年 

- 99 - 

はじめに 

 

 平成 23 年 3月 11日，東日本大震災に伴い発生した東京

電力福島第一原子力発電所（以下，福島原発）の事故によ

り，大量の放射性物質が環境中に放出され，周辺地域を中

心に国内の農畜水産物及びその加工品が汚染される事態に

なった 1)．国は，平成 23 年 3 月 17 日に暫定規制値 2)を設

定し，その後，より一層食品の安全と安心を確保する目的

で，平成24年4月1日に新たな基準値 3)（表1）を設定した．  

 福島原発事故から 10 年経過したが，東日本では未だに

食品から放射性セシウムが検出されており，埼玉県内でも

4町でキノコ類（野生のものにかぎる．）の出荷制限 4)が行

われている．こうした状況の中で，当所において県内産農

作物等を中心に，県内で流通している国内産食品について

放射性セシウム濃度の行政検査を実施している． 

 本報では，平成30年度～令和 2年度に実施した，県内流

通食品の放射性セシウムに関する行政検査の結果について

報告する． 

 

表1 食品中の放射性セシウム基準値 

 

 

 

方法 

 

1 試料 

 平成 30 年度～令和 2 年度にかけて，収去検査として埼

玉県内の保健所等が当所に搬入した県内流通食品162検体

（表 2）を対象に検査を実施した． 

 

 

 

表2 検体内訳 

 

2 調製及び測定方法等 

 試料の調製は厚生労働省通知 5)に準じて，表 3 のとおり

試料可食部をそのまま又は包丁で細切した後，U-8 容器又

は 2 Lマリネリ容器に充填した． 

 放射性セシウムの定性及び定量は，原子力規制庁のマニ

ュアル 6)に準じてミリオンテクノロジーズ・キャンベラ社

製のゲルマニウム（Ge）半導体検出器（GC2018）及び波高

分析機器（DSA1000）を用いたγ線スぺクトロメトリーによ

り行った．測定時間は，Cs-134 と Cs-137 の検出限界値の

和が基準値の1/5の濃度以下になるように，3,600秒（1時

間）又は10,800秒（3時間）とし，バックグラウンド補正

は 172,800秒（48時間）測定値を用いた．また，検出限界

値は Cooper法を用いて算出した．なお，標準線源には日本

アイソトープ協会製 9 核種混合放射能標準ガンマ体積線

源 MX033U8PP（U-8容器入り，5個 1セット，充填高さ各5，

10，20，30，50 mm）及び MX033MR（2 Lマリネリ容器）を

用いた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値

（Bq/kg）

飲料水 10

乳児用食品 50

牛乳 50

一般食品 100

食品群

埼玉県内流通食品の放射性セシウムに関する行政検査 

（平成 30年度～令和 2年度） 

 

坂田脩 加藤沙紀* 竹熊美貴子 大坂郁恵 長島典夫 三宅定明 

 

Radioactive Cesium of Foods Marketed in Saitama Prefecture (2018.4～2021.3) 

 

Osamu Sakata, Saki Kato*, Mikiko Takekuma, Ikue Osaka, Norio Nagashima and Sadaaki Miyake 

* 現 坂戸保健所  

平成30年度 令和元年度 令和2年度

キノコ※ 10 3 12
タケノコ 8 2 3
魚介類 3 1 0
牛肉 3 9 12
豚肉 0 3 0
鹿肉 3 1 7
猪肉 8 5 6
牛乳 6 6 0

乳児用食品 14 17 20
※全て原木シイタケ

試料種別
検体数
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表3 各試料の前処理・測定容器・測定時間等 

 

結果 

 

 結果を表4～表 6に示す．Cs-134はすべての検体におい

て不検出（検出限界値：0.43～10 Bq/kg）であった．Cs-137

は平成 30 年度に原木シイタケ 10 検体中 6 検体から 9.1～

45 Bq/kg，鹿肉 3検体中 3検体から 5.5～17 Bq/kg，猪肉

8検体中 5検体から5.8～18 Bq/kgが検出された．令和元

年度は原木シイタケ3検体中1検体から 6.0 Bq/kg，猪肉

5 検体中 5 検体から 4.6～26 Bq/kg が検出された．令和 2

年度は原木シイタケ12検体中3検体から4.6～44 Bq/kg，

鹿肉 7 検体中 3 検体から 3.5～5.0 Bq/kg が検出された．

なお，タケノコ，魚介類（アジ，キンキ，キンメダイ，サバ），

牛肉，豚肉，牛乳及び乳児用食品の検体において，Cs-137

は不検出（検出限界値：0.39～6.5 Bq/kg）であった．  

 

考察 

 

 埼玉県内に流通する国内産食品の放射能調査をしたところ

原木シイタケ10検体，鹿肉6検体，猪肉10検体からCs-137

が検出された．その濃度は3.5～45 Bq/kgであり，最大で

も一般食品の基準値である100 Bq/kgの 1/2以下であり，

安全であることが確認された． 

 なお，平成30年度から令和2年度において農林部農産物

安全課が県内産の原木シイタケの放射性物質調査の結果 7)

を報告しており，最大で59 Bq/kgであった．また，環境部

みどり自然課が野生獣肉（埼玉県内に生息する野生のイノ

シシ及びニホンジカ）の放射性物質調査の結果 8)を報告し

ており，イノシシは最大で 31 Bq/kg，ニホンジカは最大で

39 Bq/kgであった．今回の調査でもそれぞれの最大値は原木

シイタケが45 Bq/kg，猪肉が26 Bq/kg，鹿肉が17 Bq/kgと

一般食品の基準値である100 Bq/kgを同様に下回っていた．  

 

まとめ 

 

 本調査の結果，今回調査した範囲では基準値を超える試

料はなかった． 

 今回 Cs-137が検出されたキノコ，鹿肉及び猪肉は，厚生

労働省が公表している 2019 年度食品中放射性物質濃度検

査データ 9)によると，検出率が高い食品（キノコ：4.8％，

野生鳥獣肉：3.2％）である．そのため，今後も計画的かつ

継続的な検査が必要な食品の一つであると考えられる． 
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測定時間 基準値※１

（秒） （Bq/kg）
キノコ 細かく裁断 U-8 3600 100

タケノコ 細かく裁断 U-8 3600 100
魚介類 細かく裁断 U-8 3600 100

食肉 細かく裁断 U-8 3600 100

牛乳 無 2Lマリネリ 3600 50

乳児用食品※２ 無 U-8 10800 50

※１：放射性セシウム濃度（Cs-134とCs-137の合算値）

※２：令和2年度のみ2Lマリネリ容器を用いて3600秒で測定

試料 前処理 測定容器
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表４ 食品中の放射性セシウム濃度（平成30年度） 
  

 

 

 

 

 

表５ 食品中の放射性セシウム濃度（令和元年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Cs-134 Cs-137

（Bq/kg） （Bq/kg）
原木シイタケ 埼玉県 <5.4 <4.2
原木シイタケ 埼玉県 <6.7 <5.0
原木シイタケ 埼玉県 <7.1 6.0

タケノコ 埼玉県 <6.7 <4.4
タケノコ 埼玉県 <7.2 <6.1

アジ 千葉県 <5.2 <3.8

牛肉 埼玉県 <4.8 <4.2
牛肉 埼玉県 <6.2 <4.1
牛肉 埼玉県 <5.6 <5.0
牛肉 埼玉県 <5.1 <4.9
牛肉 埼玉県 <4.3 <4.3
牛肉 埼玉県 <3.8 <5.5
牛肉 埼玉県 <4.8 <4.5
牛肉 埼玉県 <5.5 <4.9
牛肉 埼玉県 <4.7 <5.1
豚肉 埼玉県 <6.0 <4.7
豚肉 埼玉県 <5.7 <4.2
豚肉 埼玉県 <5.6 <5.1
鹿肉 埼玉県 <5.4 <4.6
猪肉 千葉県 <4.4 26
猪肉 千葉県 <5.3 6.3
猪肉 千葉県 <4.5 4.6
猪肉 埼玉県 <5.6 21
猪肉 埼玉県 <5.8 22
牛乳 埼玉県 <0.60 <0.41
牛乳 埼玉県 <0.59 <0.43
牛乳 埼玉県 <0.51 <0.62
牛乳 埼玉県 <0.53 <0.46
牛乳 埼玉県 <0.53 <0.52
牛乳 埼玉県 <0.44 <0.51

調整粉乳 - <4.8 <3.4
調整粉乳 - <5.4 <4.1
調整粉乳 - <1.1 <0.98
調整粉乳 - <1.0 <0.64
調整粉乳 - <1.2 <0.95
調整粉乳 - <0.95 <0.82
調整粉乳 - <1.1 <0.79
調整粉乳 - <1.4 <0.85
乳児用食品 - <0.50 <0.47
乳児用食品 - <0.52 <0.41
乳児用食品 - <0.55 <0.39
乳児用食品 - <0.58 <0.57
乳児用食品 - <0.45 <0.56
乳児用食品 - <0.45 <0.55
乳児用食品 - <0.52 <0.42

※「<〇〇」は検出限界値未満を表す（数値は検出限界値）

試料名 産地
Cs-134 Cs-137

（Bq/kg） （Bq/kg）

原木シイタケ 埼玉県 <5.3 <4.5
原木シイタケ 埼玉県 <5.9 <5.1
原木シイタケ 埼玉県 <6.6 <4.0
原木シイタケ 埼玉県 <5.5 <4.6

原木シイタケ 埼玉県 <6.3 35
原木シイタケ 埼玉県 <6.2 11

原木シイタケ 埼玉県 <6.5 45
原木シイタケ 埼玉県 <5.3 14
原木シイタケ 埼玉県 <10 27
原木シイタケ 埼玉県 <5.7 9.1

タケノコ 埼玉県 <6.7 <5.5
タケノコ 埼玉県 <6.0 <5.2
タケノコ 埼玉県 <6.2 <5.3
タケノコ 埼玉県 <7.0 <5.4
タケノコ 埼玉県 <7.7 <6.5
タケノコ 埼玉県 <4.9 <6.0
タケノコ 埼玉県 <6.3 <5.8
タケノコ 埼玉県 <5.9 <6.2
キンキ 岩手県 <5.6 <4.6

キンメダイ 千葉県 <6.4 <4.2
サバ 新潟県 <5.0 <4.3
牛肉 埼玉県 <5.1 <4.5
牛肉 埼玉県 <5.5 <3.8
牛肉 埼玉県 <4.7 <4.3
鹿肉 千葉県 <5.1 8.2
鹿肉 千葉県 <4.7 17
鹿肉 千葉県 <5.1 5.5
猪肉 千葉県 <4.9 8.8
猪肉 千葉県 <5.6 <4.4
猪肉 千葉県 <5.8 6.9
猪肉 千葉県 <6.0 <4.5
猪肉 千葉県 <5.9 <5.2
猪肉 千葉県 <5.8 18
猪肉 千葉県 <5.2 5.8
猪肉 千葉県 <5.9 6.2
牛乳 埼玉県 <0.43 <0.47
牛乳 埼玉県 <0.45 <0.48
牛乳 埼玉県 <0.49 <0.77
牛乳 埼玉県 <0.52 <0.49
牛乳 埼玉県 <0.51 <0.45
牛乳 埼玉県 <0.49 <0.50

調製粉乳 - <4.3 <4.0
調製粉乳 - <4.4 <3.6

乳児用食品 - <2.6 <2.0
乳児用食品 - <2.5 <2.6
乳児用食品 - <2.6 <2.3
乳児用食品 - <2.4 <2.5
乳児用食品 - <2.0 <3.0
乳児用食品 - <2.5 <2.2
乳児用食品 - <2.6 <2.4
乳児用食品 - <2.3 <2.3
乳児用食品 - <2.2 <2.3
乳児用食品 - <2.7 <2.4
乳児用食品 - <2.7 <2.1
乳児用食品 - <2.4 <2.4

※「<〇〇」は検出限界値未満を表す（数値は検出限界値）

試料名 産地
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表６ 食品中の放射性セシウム濃度（令和2年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Cs-134 Cs-137

（Bq/kg） （Bq/kg）
原木シイタケ 埼玉県 <5.3 44
原木シイタケ 埼玉県 <6.3 <5.8
原木シイタケ 埼玉県 <7.5 <5.7

原木シイタケ 埼玉県 <4.7 <5.6
原木シイタケ 埼玉県 <6.8 <5.3
原木シイタケ 埼玉県 <6.2 <5.6

原木シイタケ 埼玉県 <8.7 11
原木シイタケ 埼玉県 <6.1 <5.4
原木シイタケ 埼玉県 <5.5 <6.1
原木シイタケ 埼玉県 <6.3 <5.7
原木シイタケ 埼玉県 <6.4 <5.7
原木シイタケ 埼玉県 <5.9 4.6

タケノコ 埼玉県 <6.9 <5.1
タケノコ 埼玉県 <5.3 <5.4
タケノコ 埼玉県 <6.1 <5.5
牛肉 埼玉県 <6.3 <5.7
牛肉 埼玉県 <6.2 <4.8
牛肉 埼玉県 <4.2 <4.7
牛肉 埼玉県 <5.4 <4.3
牛肉 埼玉県 <4.6 <4.4
牛肉 埼玉県 <4.6 <4.9
牛肉 埼玉県 <5.3 <4.9
牛肉 埼玉県 <4.2 <4.2
牛肉 埼玉県 <5.6 <5.7
牛肉 埼玉県 <4.2 <4.6
牛肉 埼玉県 <5.9 <3.6
牛肉 埼玉県 <4.4 <5.1
鹿肉 埼玉県 <4.9 <4.3
鹿肉 埼玉県 <5.1 3.5
鹿肉 埼玉県 <5.4 <5.4
鹿肉 埼玉県 <5.5 <5.0
鹿肉 埼玉県 <5.3 <4.0
鹿肉 埼玉県 <5.0 4.7
鹿肉 埼玉県 <6.0 5.0
猪肉 埼玉県 <5.9 <4.5
猪肉 埼玉県 <4.8 <5.3
猪肉 埼玉県 <5.3 <4.6
猪肉 埼玉県 <4.8 <4.1
猪肉 埼玉県 <5.6 <4.9
猪肉 埼玉県 <5.0 <5.0

調整粉乳 埼玉県 <4.2 <3.4
調整粉乳 埼玉県 <4.6 <4.1
調整粉乳 埼玉県 <4.8 <3.9

乳児用食品 - <3.2 <2.6
乳児用食品 - <2.3 <2.4
乳児用食品 - <2.5 <2.2
乳児用食品 - <2.1 <2.4
乳児用食品 - <2.9 <2.3
乳児用食品 - <2.6 <1.9
乳児用食品 - <2.4 <2.3
乳児用食品 - <2.6 <2.3
乳児用食品 - <2.7 <2.5
乳児用食品 - <2.8 <2.4
乳児用食品 - <2.7 <2.2
乳児用食品 - <2.4 <2.4
乳児用食品 - <2.6 <2.1
乳児用食品 - <2.1 <2.0
乳児用食品 - <2.6 <2.4
乳児用食品 - <2.7 <2.4
乳児用食品 - <2.3 <2.1

※「<〇〇」は検出限界値未満を表す（数値は検出限界値）

試料名 産地


